
子どもが職人技に触れることは技術の伝承や将来の選択肢を増やすことにつながり、良いと思いました。(養父市・松田さん)みんなの声 2026（令和8）年1月号 5県民だより 兵庫

盛況のうちに幕を閉じた2025年大阪・関西万博。県内でも万
博を契機に企業や団体と連携し「ひょうごフィールドパビリオ
ン（FP）」事業を展開してきました。同事業のアドバイザーを
務めた橋爪紳也さん、プログラムを実施する側であるFPプレ
イヤーの松下裕昭さん、上村早苗さんが、齋藤元彦知事と共
にこれまでを振り返り、今後の展望について語り合いました。

五国
現場から

GOKOKU
SCENES

姫路から龍野の城下町に来
てFPの体験や蔵見学など
通して発酵文化を楽しんで
もらい、赤穂で泊まるなど、
観光ルートを提案し
ていきたいです。

オーバーツーリズムを生み
出さないためにも、少人数
で体験型、そして高付加価
値で満足してもら
えるFPを目指すこ
とが大切です。

淡路島では今後3年かけて
島内のFPを高付加価値で
案内できるガイドの育成を
目指しています。
地域の誇りの醸成
や個々の成長につ
なげたいです。

万博のメッセージ「多様で
ありながら、ひとつ」はまさ
に五国から成る兵庫のため
にあるのでは。交流し未来
を語る、そんな
地域であれば
と思います。

ひょうごフィールドパビリオンは終わらない
齋藤　県全体を万博の展示館であるパビリオン
に見立て、地域のSDGsの活動を現場で見て、学
んで、体験してもらうことを目的に、FPの取り組
みを展開してきました。
橋爪さん　FPは万博開催中の半年という期間
限定が大前提ですから、従来できなかったような
取り組みにトライして、その経験をいかに次に生
かしていくかという思い切った実験をできたの
が特徴です。いろいろと準備した上での半年間
は、多くの人で盛り上がりました。予想外のこと
があっても創意工夫して解決するプロセスを繰
り返し、万博の前と後で関わった人々の意識が
変われば、目的を達成したといえるのではないで
しょうか。

上村さん　県内250を超えるFPの中には埋もれ
るものも出てくるのではと懸念し、淡路島のFPプ
レイヤー同士で助け合おうとネットワークを立
ち上げました。今では島内全30のFPが加盟し、
各情報をまとめた冊子を発行するなど、みんなで
頑張ろうという機運が醸成されています。自分た
ちの事業や取り組みが観光になり得るんだと発
見し、素晴らしい観光コンテンツの掘り起こしが
できたのは何よりの成果です。
松下さん　始まる前はインバウンド対応に悩ん
でいましたが、近隣のいろいろなFPを見学させ
てもらいヒントを得て、しょうゆができるまでの
工程を英語の印刷物にまとめました。スタッフも
説明しやすく、折り畳めば体験で作ったマイしょ

うゆを入れるパッケージにもなります。横のつな
がりが成長に直結するいい機会になりました。
齋藤　約3年前にスタートさせたFP事業は、考え
に共鳴する皆さんが集まり、自分たちの取り組み
を展開したり他と連携してネットワークをつくっ
たりするきっかけになった点で意義がありまし
た。FPは万博までが一つの目標でしたが、それが
ゴールではありません。万博期間中の取り組み
や課題をしっかりと検証し、持続可能な形で未
来につなげていきたいと思っています。

地域で大胆な挑戦ができた半年間 地域が連帯するきっかけに

座談会の様子は、
県民情報番組「ひょ
うご発信！」で放送
します。
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